
 

 

 

 

南部クリーンセンター第二工場に併設するバイオガス化施設の建設計画 

（京都市循環型社会推進基本計画（2009－2020）から抜粋） 

 

建替え整備を行なう南部クリーンセンター第２工場については，バイオガス化施設

を併設し，従来から行っているごみ発電の高効率化に加えて，生ごみによるバイオガ

ス発電を行うことにより，ごみの持つエネルギー回収の最大化と温室効果ガスの削減

を目指します。 

 

  

資料４ 
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【生ごみ等の今後の方向性について】 

生ごみ等のバイオガス化によりエネルギーとして活用することは，「焼却ごみの減

量」と「温室効果ガスの削減」に有効である一方，「燃やすごみ」と別に分別収集す

ることは，ごみ収集車の増加が避けられず，収集運搬経費の増加だけでなく，走行時

に排出する CO2 がかえって増えることも心配されます。 

現在の財政状況を考えると，できる限り経費を抑えながら，最大の効果を上げる手

法をとる必要があることから，従来どおりに排出，収集された燃やすごみを，機械に

より生ごみ等とそれ以外の可燃ごみに分離（機械選別）し，バイオガス化とごみ発電

（焼却）を併用することでトータルでの高効率なエネルギー回収を目指します。 

 

 

【生ごみ等の分別収集による新たなエネルギー生成モデル実験（結果）】 

平成２０年１０月より１年間，市内全行政区２，２００世帯を対象として生ごみ等

（生ごみ＋紙くず）の分別収集実験を実施しました。 

○ 収集量 

全期間を通じ，１２３トンの生ごみ等を収集し，約３６,０００キロワット時の発

電ができました。これは，約３，６００世帯が１日に使用する電力に相当します。 

○ 分別実施率 

分別実施率は２４パーセント（実験参加率３８パーセント×分別率６２パーセン

ト）で，分別対象外のごみの混入率はわずかに約５パーセントでした。 

○ 実験参加による行動の変化 

実験を通じ，「生ごみの水切りを心がけるようになった」，「紙類はできるだけ

資源回収に出すようになった」等，環境に配慮した行動をしていただけるようにな

りました。 
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生ごみの発生

小規模低コストバイ

中央卸売市場第一市場及び複

用事業の経済性，環境負荷削減

コンパクトなバイオガス化技術

いる。 

 

 

 

 

生場所での利用を経済的に可能とする 

イオガス化技術の実証の実施に向けた検討

 

複合商業施設を対象に，小規模バイオガス化

減効果等を調査し，生ごみの発生場所での低

術の実証研究の実施及び実用化に向けた検

討 

化発電・熱利

低コストかつ

検討を行って

資料５ 
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（市長記者会見資料）                 平 成 ２ ５ 年 １ 月 ２ ９ 日 

京     都     市  

環境政策局循環型社会推進部循環企画課  

電 話  ２１３－４９３０  

 

軽油と同等の高品質な燃料を動植物性の廃油から製造する世界初の 

『「バイオ軽油」実用化プロジェクト』の実施について 

～ 産学公の連携による「第二世代バイオディーゼル燃料化技術」の研究開発 ～ 

 

 この度，環境モデル都市・京都がリードしてきたバイオディーゼル燃料を一層普及拡

大させ，より進化させて次の世代に引き継いでいくため，軽油と同等の品質の燃料を，

動植物性の廃油から製造する世界初の『「バイオ軽油」実用化プロジェクト』を実施しま

す。 

 

１ これまでの取組と課題 

   取 組 

京都市では，京都議定書が誕生した平成９年から全国に先駆けて，家庭からの使用

済てんぷら油などの廃食用油から，バイオディーゼル燃料を製造し，現在，ごみ収

集車や市バスの燃料に年間約１３０万リットル利用しています。 

また，本市は，市長が全国バイオディーゼル燃料利用推進協議会の会長に就任し，

燃料規格の策定や，国等に対してバイオディーゼル燃料を利用した車両の開発などの

政策提言を積極的に行うなど，全国をリードする取組を展開してきました。 

バイオディーゼル燃料の利用状況 

車両 使用しているバイオディーゼル燃料 

ごみ収集車（１３７台） Ｂ１００（１００％の濃度のバイオディーゼル燃料） 

市バス（９３台） Ｂ２０※（軽油に２０％のバイオディーゼル燃料を混合） 

※ 軽油と混合して利用する場合，揮発油等の品質の確保等に関する法律（以下，「品確法」とい

う。）により，混合上限が５％までに制限されています。本市では，良質な燃料を製造してい

ることが認められ，市バスにおいて，法定上限を超えるＢ２０を利用しています（品確法に規

定されている軽油試験研究制度に基づく経済産業大臣の認定を受けている。）。 

 

   課 題 

現在のバイオディーゼル燃料は，Ｂ１００で利用する場合の「車両への適合性」

（ごみ収集車については，現在もＢ１００で利用していますが，一部の装置の改造

や，高頻度のメンテナンスなど，車両の特別な管理が必要です）と「排ガスのクリ

ーン化」，「原料が植物油に限定される」といった技術的な課題があります。 

 

世界初！ 
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２ プロジェクトの内容 

   概 要 

本プロジェクトは，車両への適合性の飛躍的な向上と，排ガスのクリーン化を図

ることができる高品質な燃料である「バイオ軽油」を，動植物性の廃油から製造す

る技術（「第二世代バイオディーゼル燃料化技術」）の研究開発を世界で初めて実施

し，実用化を目指すものです。 

 

   燃料化技術 

・ 原料となる動植物由来の廃油に，触媒と高温の熱を加えて反応させ，「分解油」

を製造します。 

・ 更に，世界初の試みとして，この「分解油」に水素を添加し，軽油と同等の高

品質な燃料である「バイオ軽油」を製造します。 

 

   「バイオ軽油」のメリットとＣＯ２削減効果 

ア メリット 

・ Ｂ１００でも通常の軽油と同様に特別な管理を行わずに車両に利用すること

ができます。 

・ また，従来から原料としてきた使用済てんぷら油などの植物性の油だけでな

く，ラードや牛脂，魚肉類の残さに含まれる油脂などの動物性の廃油を利用で

きます。 

 

イ ＣＯ２削減効果 

全国で年間約６４万キロリットルの動植物性の廃油が発生していると推定され

ており，これを原料に「バイオ軽油」を製造した場合，約４０万キロリットルの燃

料が製造できます。これにより，国内で年間約３，３００万キロリットル販売され

ている軽油の約１％を代替することができ，約１００万トンのＣＯ２削減効果があ

ります（国内の総排出量の約０．１％）。 
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  平成２４年度の取組成果と今後のスケジュール・展開 

ア 平成２４年度の取組成果 

  平成２４年度から実施している日量５０リットルの燃料製造装置を用いた基礎

研究により，「バイオ軽油」を製造できることを確認できました。 

 

イ 今後のスケジュール・展開 

  今後は，引き続き基礎研究を行うとともに，来年度から平成２６年度まで，日

量５００リットルの原料投入が可能な燃料製造プラントの設計・建設，車両走行

実験を実施した後，本格的なプラントの建設に向けた検討を行い，平成３０年度

からの実用化を目指します。 

  研究開発のスケジュール 

 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

主な 

スケジュール 

事業費（４．２億円）※２ １．０億円 １．４億円 １．８億円

※１ 京都市廃食用油燃料化施設（日量５，０００リットル）の１０分の１の原料 

投入規模 

※２ 環境省の資金を受けて実施 

 

  バイオマスの更なる活用 

・ 「バイオ軽油」を製造する際に使用する「電気」，「熱」，更には「水素」につい

ても，原油や天然ガスなどの化石資源からではなく，家庭の生ごみなどの有機物

を発酵して発生させるバイオガス※を活用して供給する技術も検討します。 

・ バイオガス化技術と「バイオ軽油」の製造技術を組み合わせることができれば，

化石資源に依存しない，すべて地産地消のバイオマス由来の燃料を製造すること

ができます。  

※ バイオガスについて 

本市では，平成１１年度からバイオガス化技術実証研究を実施するとともに，「京都市循環型

社会推進基本計画（2009－2020）」に，平成３１年度に稼働予定の南部クリーンセンター第二工

場（ごみ焼却工場）への本格的なバイオガス化プラントの併設計画を位置付けているほか，生

ごみを大規模に排出する事業所に設置するコンパクトなバイオガス化技術の実用化に向けた調

査を実施するなど，様々な形でバイオガス化を推進している。 

 

日量50リットルの 

燃料製造装置を 

用いた基礎研究 
日量500リットル※１の

燃料製造実験プラント

の設計・建設 

実験プラントでの 

燃料製造，燃料を利用

した車両走行試験 
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３ 実施体制 

本研究開発は，環境省の委託事業（地球温暖化対策技術開発・実証研究事業）とし

て，財団法人京都高度技術研究所とともに，トヨタ自動車株式会社，島津テクノリサ

ーチなどの産業界や，京都大学などの学識経験者の協力も得て，産学公の連携により

実施します。 

団体名 主な実施内容 

京都市・ 

財団法人京都高度技術研究所（研究

開発代表者） 

実験プラント設置用地の提供， 

原料油の提供，車両走行試験， 

事業総括，燃料製造・利用システムの開発 

トヨタ自動車株式会社 
燃料の車両への適合性の評価・検証 

日野自動車株式会社 

株式会社三洋化成 
燃料製造技術の開発・評価・検証 

株式会社タクマ 

株式会社島津テクノリサーチ 燃料の分析・評価 

一般社団法人日本有機資源協会※ 
燃料利用の普及拡大システムの検討 

株式会社三菱総合研究所 

  ※ 有機性資源の総合的な有効利用の促進を図り，持続可能な循環型社会の構築と環境保全の推

進に寄与することを目的に平成14年 3月に設立。京都市長が会長を務める「全国バイオディ

ーゼル燃料利用推進協議会＊」の事務局 

  ＊ バイオディーゼル燃料の適切かつ安全な利用に向けた独自の品質規格やガイドラインの作成，

技術的解決に向けた検討及び関係者間の意見交換等を通じ，バイオディーゼル燃料の円滑な普

及・拡大に努め，持続可能な資源循環型社会の構築及び地球温暖化の防止等に資することを目

的に，平成19年3月に設立 

 

  なお，本研究開発では，平成２４年８月に「第二世代バイオディーゼル燃料化技術

検討会」を設置し，以下の学識経験者から助言をいただきながら進めています。 

氏 名 職 名 専門分野 

池上  詢 京都大学名誉教授 自動車工学 

大城 芳樹 大阪大学名誉教授 油脂化学 

酒井 伸一 京都大学環境科学センター長 廃棄物，資源循環

塩路 昌宏 京都大学大学院エネルギー科学研究科教授 自動車工学 

藤元  薫 北九州市立大学特任教授（東京大学名誉教授） エネルギー化学 

   （敬称略。五十音順） 

 

４ 実験プラント設置予定地 

伏見区下鳥羽広長町２１２番地 

 

参考資料 

（別紙１）「第二世代バイオディーゼル燃料化技術」の研究開発の概要 

（別紙２）「第二世代バイオディーゼル燃料化技術」実験プラント設置予定地 
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（別紙２） 

 

「第二世代バイオディーゼル燃料化技術」実験プラント設置予定地 

 

 

住所：伏見区下鳥羽広長町２１２番地 

 

 

 

 

 

 

 

京都市南部
クリーンセンター 

実験プラント 

設置予定地 
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